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論文題名 

 長母趾屈筋腱分枝数に着目した足趾機能評価、 

足趾機能と足部障害の関係の検証と、新規足部トレーニングの開発  

 ～成長期を対象として～ 

 

【目的】 
成長期を対象に、①： 長母趾屈筋（FHL）分枝数が各足趾機能に与える影響

を明らかにすること、②：①で評価した足趾機能が、成長期の足部障害発生に

関与するかを検討すること、③FHL の分枝数を考慮した新規の足趾機能トレ

ーニング方法を開発し、その効果を検証すること.  
 
【方法】 
①FHL 分枝数と足趾機能 
対象は 10〜15 歳の 22 名 44 足。 
（1）FHL 分枝テスト：母趾趾節間関節の自動屈曲運動を行わせ、同時に屈曲

運動が生じた足趾を記録 
（2）足趾機能評価 
各足趾屈曲力の計測にはデジタルプッシュプルゲージを使用し、各足趾圧迫力

と動作課題中の足趾荷重量および足圧中心変位量の計測には足圧分布測定シ

ステムを使用した。浮き趾、足趾じゃんけん、intrinsic positive test、つま先

立ち評価では静止画もしくは動画から点数を評価した。 
（3）統計学的解析 
各足趾屈曲力、各足趾圧迫力、動作課題中の各足趾荷重量の比較には、二元配

置分散分析を行った。動作課題中の足圧中心総軌跡長、前後および左右最大変 

位量の比較には、一元配置分散分析を行った。足趾じゃんけん、intrinsic 
positive test、浮き趾、つま先立ち評価の比較には Kruskal Wallis 検定を行

った。 
②足趾機能と足部障害の関係 
対象は①と同じ対象である足部障害群 10 名 10 足、コントロール群 12 名 12
足。「（2）足趾機能評価」を実施した。群間での比較および足部障害の対象内

での患側と健側の比較を統計学的に行った。 



 
 

③新規足趾トレーニング方法の開発 
Ⅰ. 足趾トレーニングの基礎的研究 
対象は健常成人 15 名。剪断波エラストグラフィ装置を用いて足趾屈筋の筋活

動を推定した。 
（ⅰ）足趾屈曲方法の違いによる足部内在筋と外在筋の剪断弾性率の違い 
MTP 関節のみを屈曲する方法（IP 伸展条件）と MTP 関節と IP 関節の屈曲

を行う方法（IP 屈曲条件）間で筋弾性率を比較した。 
（ⅱ）内在筋をターゲットにした足趾屈曲トレーニングの開発 
等尺性MTP 関節屈曲運動（MTPF）と short foot exercise 間で筋弾性率を比

較した。 
Ⅱ. 成長期の対象での足趾トレーニング効果の検証 
対象は「②の対象」のうち足部障害を有する 7 名 14 足。MTPF および FHL
分枝が付着しない足趾を握るトレーニングを行った。4週間のトレーニング期

間前後で「（2）足趾機能評価」を実施し、トレーニング前後での比較を統計学

的に行った。 
 
【結果】 
FHL分枝数と足趾機能の関係検討では、足趾屈曲力、足趾圧迫力、動的評価で

の片脚スクワットにおける足趾荷重量で有意差がみられた。 

足部障害と足趾機能の関係検討では、足趾じゃんけん、静的評価での片脚スク

ワット、動的評価での片脚スクワット、片脚スクワットでの前後重心移動で有

意差がみられた。 

母趾外転筋、短母趾屈筋、短趾屈筋において IP伸展条件の方が IP 屈曲条件よ

りも有意に弾性率が高かった。 

短母趾屈筋、短趾屈筋、長趾屈筋において MTPFの方が short foot exercise 

よりも有意に筋弾性率が高かった。 

足部内在筋と外在筋の違いに着目した足趾トレーニングにより足趾屈曲力、足

趾圧迫力、足趾じゃんけん、intrinsic positive test、つま先立ち評価、動

作課題中の足趾荷重量が向上した。 

 

【考察】 
FHL分枝数は足趾屈曲力、足趾屈曲力割合、足趾圧迫力に影響することが示唆

された。 

足部障害には足趾巧緻性や片脚スクワットでの足圧中心の前後方向制御、母趾

荷重量が関連する可能性が示された。 

今回新たに考案した MTPFは足内在筋のエクササイズとして有用となる可能性



 
 

があり、short foot exercise よりも有効であるかもしれない。 

足部内在筋と外在筋の違いに着目した足趾トレーニングは足趾機能を向上さ

せるために有用なトレーニングであると考えられる。 

 

【結論】 
スポーツによる足部障害のある成長期患者において FHL 分枝テストで FHL 分

枝数を評価し、それに基づいた足趾トレーニングを個別に立案し実施すること

が治療の一方法になると考えられた。足趾トレーニングには MTPFを用いると、

足趾にかかわる多くの機能を改善させることが期待できる。 

 

 


